
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　ひょうご産業活性化センターは中小企業の設備投資
の促進を目的に設備貸与制度を設けています。大物板
金加工を手掛けるプラントリイはこの制度を活用して大型
工作機械の導入を進め、神戸や姫路の大手企業から
の受注を着実に増やしてきました。
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設備貸与制度

中小企業者が導入したい設
備を、その設備の販売業者か
ら活性化センターが購入した
上で、当センターが長期かつ
固定損料で貸与する制度
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大物板金加工に特化
設備と技術力で
大手の信頼一手に
地元雇用にも貢献

育ててもらいながら技術を獲得
　宍粟市千種町にあるプラントリイの
本社工場。天井高は8.5メートルあり、
大型のクレーン、溶接機が各所に配
置されています。同社が得意とするの
は、大物板金加工。発電所や工場に
設置される高圧配電盤や高圧インバ
ーター盤の本体を囲う外側の筐体を
主に製造しており、その大きさは約4メ
ートル四方もの大きさになります。
　かつては建物などの構造物の加工
を主に手掛けていましたが、1970年
代以降、姫路や神戸の大手電機メー
カーからの依頼を受け、配電盤筐体
の薄板板金へと得意分野をシフトして
いきます。「大手メーカーが協力業者
を育てようとしてくれた時代。最終の納

入先は官庁が多く、特に厳しい品質を
求められたので、教えていただきなが
ら技術を獲得していきました」と鳥居
秀次相談役は振り返ります。
　以前は形鋼（アングル）で骨組みを
作る工法が主力でしたが、素材と加工
技術の進歩により薄板鉄板を使った
工法に変化。大手電機メーカーからの
受注も増えてきたことで、2000年ごろか
ら大物板金加工へ特化していきます。

設備貸与制度の活用で設備を更新
　それにつれて大型の工作機械をは
じめとする設備の更新が以前より頻繁
に求められるようになりました。地元の
商工会議所からの情報で、ひょうご産
業活性化センターの設備貸与制度を

知った鳥居相
談役は、これを
活用して02年
に曲げ加工が
できるプレスベ
ンダーを導入し
ました。「1台が5
千万円を超える
機械ですので、
金融機関から
の借り入れだけ
では追い付きま

せん。設備貸与は銀行の借入枠とは
別に利用できるので、そこが一番助か
っています」と話します。以降、大型薄
板を加工用に出し入れするためのラッ
クも導入し、工程の合理化も併せて進
めています。各種設備を使って、形鋼
（アングル）によるフレーム構造工法、
鉄板折り曲げ加工によるフレームレス
工法、リベット組み立てによる溶接レス
工法など求められる強度に応じて加
工法を使い分けています。
　「業績が厳しくなれば金融機関はど
うしても貸出姿勢が慎重になりますが、
活性化センターはどんなときでも私た
ちの事業に対する姿勢を評価してくだ
さり、長期的な視点でサポートしてもら
っています」

31人の従業員は全て正社員
　過疎化が進展する千種町にあって、
プラントリイは町に本社を置く最大手
企業です。鳥居史郎社長は「地域を
元気づけるためにも雇用を生み、守る
責任があると感じています」と話します。
　同社の従業員31人は全て正社員
として採用し、技能継承のために毎年
欠かさず採用を続けています。鳥居社
長は、町内の中学校で自社がどのよう
な仕事をしているかを紹介し、工場見本社工場
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今月の支援メニュー



あった、あった、ここや。

えらい大きい会社やなあ、

ドキドキしてきたわ。

あかん、

鎮まれ心臓

営業マンに弱気は禁物、

最初が肝心や。

「はじめまして。

カワサキと申します」

名刺を交換したら

お付き合いの始まり。

小さな紙片から

どんだけ仕事が広がるか、

さあ、ガンバルぞぉ〜！

それが、

わたしたちのしごとです。

初めて出会った

人と人とを

つなぐ。
h t tp : / /www.kobenp -p r i n t i ng . co . j p /
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学の機会も設けています。「中学生の
中から、将来当社で働いてくれる人が
出たらうれしいですね」。
　豊かな自然環境に恵まれた千種町

で仕事をできることに喜びを感じてい
る社員も多く、中にはアユ釣り名人やイ
ノシシの狩猟免許を持つハンターもい
ます。「社員同士が仲良く、定着率が

高いことも特徴です。これからも町にし
っかり根付いて仕事を増やしていきた
いですね」という言葉から、地域への
強い愛着が伝わってきました。

所在地　宍粟市千種町黒土80
取締役社長　鳥居史郎
事業内容　大型筐体の板金製作

TEL 0790-76-2250
URL http://www.plantory.co.jp/会社概要

株式会社プラントリイ

設備貸与制度
今月の支援メニュー

設備貸与制度の活用で経営基盤を強化
支援メニュー講座 設備貸与制度

問い合わせは ひょうご産業活性化センター設備投資支援室 078-230-8801

　設備等の増強・更新を図ろうとする中小企業の方に代わってセンターが設備等を購入し、中小企業の方
に長期（7年以内）かつ固定金利（年率1.25％〜2.25％）で割賦販売またはリースするものです。

　最大のメリットは、金融機関の借り入れ枠や信用保証協会の保証枠とは別枠で利用できることです。ま
た、設備貸与制度のみならず当センターは、曜日ごとに中小企業診断士等の専門家による無料の窓口相談
を随時受け付けています。さらに当センターは中小企業支援機関との連携により県内企業を支援する「中小
企業支援ネットひょうご」を活用し、経営・技術・情報などさまざまなサポート体制が構築されていますの
で、制度利用後のフォローアップを含めた手厚いサポートがあるのも特長です。

　設備の更新、新規導入、省エネへの取り組みをご検討されている方はぜひ設備貸与制度の利用をご検討く
ださい。

制度概要

メリット
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C A L E N D A R
　国内外からの企業誘致や県内企業の海外展開
支援を効果的に実施するため、「ひょうご・神戸投資
サポートセンター」および「ひょうご海外ビジネスセン
ター」を神戸商工貿易センタービルへ移転します。同
ビルに入居する神戸市アジア進出支援センター、ＪＥ
ＴＲＯ神戸と相互に連携を図り、「ひょうご・神戸国際
ビジネススクエア」として、皆さまへのサービスを向上
させてまいります。

　知識と経験を有する民間専門家を貴社に派遣し、
「経営戦略」「事業システム構築」「人事制度の見直し」
「生産管理体制の構築」などの経営上の課題解決を
お手伝いします。経費は貴社で一部負担（1/2）して
いただきます。

〔制度のあらまし〕

※�必要書類や専門家派遣事業の流れなどの詳細
は、下記ホームページをご覧ください
　 http://web.hyogo-iic.ne.jp/keiei/keieisenmonka
【問い合わせ・申し込み先】
　�ひょうご産業活性化センター 経営推進部 経営・
商業支援課
078-230-8051 078-291-8190

経営専門家派遣事業のご案内 事務所移転のお知らせ

対象企業

兵庫県内に事業所があり、次のいずれにも
該当すると認められる中小企業
 １.経営の向上を目指す意欲のある中小企
業であること

２.経営革新など経営の向上に係る目的ある
いは目標が明確であること

３.助言を受けることにより、支援の効果が期
待できる状況であると判断されること

派遣する
専門家 中小企業診断士などの経営の専門家

派遣回数 10回まで
（上記回数以内でセンターが決定します）

企業の
自己負担

27,000円（謝金）+旅費
　　　　　　　　　　 × 派遣回数
　　　　　2 

※旅費は、センターの旅費規程に基づきます

１回当たりの
助言 3時間程度

移転時期 平成26年5月中旬

移 転 前

神戸市中央区港島中町6-1
神戸商工会議所会館4階
� 078-302-2265
ひょうご・神戸投資サポートセンター
� 078-302-2071
ひょうご海外ビジネスセンター
� 078-302-2050

移 転 後

神戸市中央区浜辺通5-1-14
神戸商工貿易センタービル4階
� 078-271-8403
ひょうご・神戸投資サポートセンター
� 078-271-8400
ひょうご海外ビジネスセンター
� 078-271-8402
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「中小企業支援ネットひょうご」には、技術・金融・雇
用など、専門能力の高い団体が勢ぞろい。技術やノ
ウハウを総動員して、経営課題を解決！

　中小企業・小規模企業向けの融資制度について、
各支援機関の担当者が分かりやすく説明します。公的
機関の融資制度情報を一度に収集できるこの機会を
ぜひご活用ください。皆さまの参加をお待ちしています。
●5月13日（火）　9：30～12：00
▶�場所：神戸商工会議所　3階神商ホール　神戸市中央区港島中

町6-1
▶�参加機関：兵庫県、神戸市、兵庫県信用保証協会、商工組合中央

金庫、日本政策金融公庫（中小企業事業・国民生活事業）、財務省
近畿財務局、神戸商工会議所、（公財）ひょうご産業活性化センター
▶�内容：◦平成26年度の新設制度・改正点
　　　  ◦特に利用実績が高いお薦めの制度
　　　  ◦具体的な相談先、相談時に必要な書類・留意事項など
▶参加費：無料
▶問い合わせ・申し込み先：神戸商工会議所中小企業振興部
　 078-303-5811

●5月21日（水）13：30～17：00
▶場所：西宮商工会議所　別館２階大会議室　西宮市櫨塚町2-20
▶�参加機関：兵庫県、西宮市、芦屋市、兵庫県信用保証協会、商工組

合中央金庫、日本政策金融公庫（中小企業事業・国民生活事業）、
西宮商工会議所、（公財）ひょうご産業活性化センター
▶参加費：無料
▶問い合わせ先：阪神南県民センター
　 06-6481-7669

※各日とも説明会終了後、個別相談会を開催します。

　「『ひらめき』を『キラメキ』に！オンリーワン企業・機関
が集結」をテーマに、下記のとおり開催します。
　オンリーワンの技術や製品等を有する県内外の企
業、大学、研究機関等をはじめ、さまざまな産業分野の
フロンティアで活躍する出展者を幅広く募集します。さら
なるビジネスチャンスの拡大と産学官の連携促進、情
報交流の場として活用ください。積極的な出展をお待ち
しています。
▶日時：9月4日（木）・5日（金）10：00～17：00
▶場所：神戸国際展示場1号館、2号館（神戸ポートアイランド内）
▶�展示内容：環境・エネルギー、情報通信・エレクトロニクス、航空・

宇宙、オフィス関連、ロボット、材料・製造技術、健康・医療、生活関
連（食品・住宅など）、地域振興・地場産業、グループ出展、産学連
携・支援機関、特別企画（東北復興支援）
▶出展料：Aタイプ（9㎡）　16万2，000円
　　        Bタイプ（6㎡）　10万8，000円
　　        Cタイプ（3㎡）　  5万4，000円
　　        ※消費税（8％）を含みます
　　        ※装飾等に係る実費は別途ご負担ください
▶申し込み先：下記URL内の応募様式にてお申し込みください。
　 http://www.kobemesse.com
▶応募締切：6月13日（金）
▶主催：国際フロンティア産業メッセ2014実行委員会
▶問い合わせ先：
　●事業に関することは…
　　（公財）新産業創造研究機構（NIRO）支援企画部 
　　 078-306-6806 078-306-6813
　●出展に関することは…
　　日刊工業新聞社 大阪支社 イベントグループ
　　 06-6946-3384 06-6946-3389
　　 info@kobemesse.com

情報カレンダー Information Calendar

挑戦する
企業の
応援団

平成26年度公的融資制度説明会のご案内 「国際フロンティア産業メッセ2014」
出展者募集のお知らせ

　この解説は、(株)ＴＫＣ、および兵庫県内ＴＫＣ会員事務所の資料提供協力により作成されたものです。業種別
企業業績動向速報は、ひょうご産業活性化センターホームページ（http://web.hyogo-iic.ne.jp/）をご覧ください。

　平成26年1月の県下中小企業の業績動
向は次の通り。調査対象企業数4,235社のう
ち、黒字企業は半数を下回る1,970社で、黒
字企業比率は前月より3.6ポイント減少して
いる。全産業の平均売上高は対前月比90.3
％、対前年同月比106.5％で対前年同月比
は、前月に比べ減少した。売上高総利益率
は対前年同月比で97.0％と前月より伸びてお
り、数値は25.4％となっている。
　業種ごとの対前年同月比売上高は、倉庫
業・織物衣服身の回り品小売業・駐車場
業・その他の生活関連サービス業を除く業種
が増加傾向にある。
　売上高経常利益率の数値は、全産業で対
前年同月比145.7%である。

【運輸・通信業】調査対象企業170社中、黒

字企業は67社で、黒字企業比率は39.4％。
売上高は、倉庫業を除いて対前年同月比で
いずれも増加傾向にある。売上高総利益率
は、対前年同月比で水運業・倉庫業を除い
てはいずれも増加しており、特に運輸に付帯
するサービス業は249.7％と大幅な増加が見
受けられる。
　売上高および売上高総利益率は対前年同
月比で増加しており、売上高経常利益率は対
前年同月比で109.3％と大幅に増加している。

【卸売･小売業･飲食店】調査対象企業は
1,346社中、黒字企業は602社で、黒字企業
比率は44.7％。売上高は対前年同月比で
108.6％と上昇しているが、売上高総利益率
が対前年同月比92.3％と減少している。売上
高経常利益率は117.8％と対前年同月比で

大幅に増加。売上高経常利益率を業種別で
見ると自動車・自転車小売業が−11.5％と減
少しているが、飲食店は1221.6％、その他の
小売業は281.2％と大幅な増加をしている。

【サービス業】調査対象企業907社中、黒字
企業は427社で、黒字企業比率は47.0％。
売上高は対前年同月比で100.8%と上昇し
ており、売上高総利益率も対前年同月比
102.8％、売上高経常利益率も対前年同月
比154.2％と大幅に増加している。売上高経
常利益率を業種別で見ると自動車整備業が
−69.7％、機械・家具等修理業が−28.2％
と減少しているが、駐車場業が118.9％、洗
濯・理容・浴場業が423.8％と大幅な増加を
しており平均値をプラスにしている。

県内業種別企業業績動向速報解説
ＴＫＣ近畿兵庫会

加古川支部・税理士
豊島 寛之



JUMP 7

兵庫県信用保証協会かわら版 News form CGCH

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

金融機関提携保証「飛躍（ひやく）」のご案内
　金融機関提携保証「飛躍」は、一定の資格要件をもとに中小企業の皆さまの資金ニーズに対し迅速に無担保で対
応することを目的とした保証です。積極的にご利用ください。

対象となる方

金融機関および当協会が定めた審査基準に該当し、次のすべての要件に該当する中小企業者

（法人のみ、組合は除く）

①引き続き2年以上事業を営んでいること

②保証対象業種を営み、許認可等を必要とする業種は当該許認可等を取得していること

③税務署の受付印がある直近2期（12か月分×2期）の決算書を提出できること

④申込を行う金融機関と次のいずれかに該当する取引があるもの

　ア　与信取引が1年以上ある

　イ　申込時点で保証協会の保証を付さない融資残高がある

　ウ　本保証と同時に保証を付さない融資を行う

資金使途 運転資金または設備資金（ただし、不動産取得資金は対象となりません）

保証限度額

1億円以内
（注1）「じんそく（廃止制度）」、「スーパーじんそく（廃止制度）」および「飛躍」の融資残高合計額が1億円以内と

します。
（注2）運転資金の場合は、保証申込直前期決算における平均月商3か月分の範囲内かつ当該申込を含めた総

保証債務残高が保証申込直前期決算における年商の2分の1以内とします。
（注3）設備資金の場合は、当該申込を含めた総保証債務残高が直近決算における年商の範囲内とします。

保証期間
運転資金：7年以内（うち据置期間6か月以内）
設備資金：10年以内（うち据置期間6か月以内）

返済方法 元金均等分割返済

貸付利率 金融機関所定利率

担保 不要

連帯保証人 原則として、法人の代表者を除き不要

保証料率

経営状況に応じて決定（下表参照）	

※会計処理に関する割引制度の適用が可能です。

期中支援
貸付実行後、金融機関においてモニタリングを行った上で、融資先企業から決算期ごとに確定
申告書（決算書）を協会へ提出していただきます。

取扱金融機関 当協会と所定の覚書を締結している金融機関

※上表は制度の概要であり、詳細については当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署についてはホームページをご覧ください）。

区　分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有保証料率 1.90％ 1.75％ 1.55％ 1.35％ 1.15％ 1.00％ 0.80％ 0.60％ 0.45％
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坂本商店（姫路市内黒
くろ

桟
ざん

革
がわ

事業者）の
香港「ベスト・ニュー・レザー大賞」受賞について

兵庫県香港経済交流事務所
Hyogo Business & Tourism Centre（HK）

兵庫県香港経済交流事務所（Hyogo Business & Tourism Centre（HK））
Unit 506, 5/F, Tower 2, Lippo Centre, 89 Queensway, Admiralty, Hong Kong
（+852）2110 4570  （+852）2110 4571  http://www.hyogobtc.com.hk

のできる唯一の存
在です。日本国内に
おいて、兵庫県知
事賞、経済産業省
製造産業局長賞を
はじめとする数々の
賞を受賞しており、
今回も日本皮革産
業連合会の選考に
より出展を行いました。日本を代表する皮革素材が世界
で認められることを目標に、頑張ってきた結果、今回それ
が実現したのです。坂本氏は今回の受賞について、「父
親から受け継いだ技術、そして兵庫・姫路の伝統技術が
世界トップとして認められたものであり、感激に耐えない」
と述べました。

　兵庫県香港経済交流事務所は、現地ビジネス情報
の提供、個別相談対応、専門機関の紹介、ビジネス交流
機会の創出等に取り組んでいます。海外における販路
拡大を検討されている県内の中小企業の皆さまはぜひ
ご活用ください。

　兵庫県香港経済交流事務所は、2013年から2014
年にかけて、坂本商店（代表者：坂本弘、姫路市内黒桟
革事業者）の香港での出展活動等の販路開拓支援を
行いました。そしてこのたび、香港会議展覧センターで
開催された皮革展示商談会「皮革素材・製造技術展
2014」にて、坂本商店が「ベスト・ニュー・レザー大賞」の
栄誉に輝きました。
　今年で30回目を迎える「皮革素材・製造技術展」は、
皮革の素材と商品の展示商談会で、素材に関しては世
界最大規模を誇ります。コンテストは素材8分野、商品9
分野において、審査員が約1,200の出展企業を評価。そ
れぞれの分野で「大賞」を授与します。「ベスト・ニュー・レ
ザー大賞」は素材分野の大賞の一つです。
　日本皮革産業連合会の話では、素材分野については
ヨーロッパ勢が強く、同連合会の選考・斡

あっ

旋
せん

による出展
企業では過去に受賞歴はなく、日本企業としては坂本商
店が初受賞ではないかとのことです。
　兵庫県香港経済交流事務所が実施した、坂本商店
の香港出展に係る支援活動は次の通りです。

　坂本商店代表の坂本弘氏は、甲
かっちゅう

冑や剣道防具胴胸
の素材として使われてきた姫路黒桟革作りの技法を先
代より受け継いだ3代目職人で、現在、その革を作ること

ビジネス サポート  Business Support
海外での事業展開を支援する拠点事務所を紹介します。

◦�展示商談会配布用資料・ＨＰ原稿の翻訳（広東
語、北京語および英語）
◦�香港高級ブランド会社（約30社）の購買窓口の
調査とその情報提供、購買窓口への電話連絡
による展示商談会での商談の勧誘
◦�展示商談会への事務所職員派遣による商談通
訳　等

授賞式風景（左から2番目が坂本氏）

坂本商店ブース（左から2番目が坂本氏）
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　今回からは「会計・財務」について執筆していきたい
と思います。「会計・財務」をどのように経営助言に活用
していくのかがテーマです。基礎的な内容から今後ます
ます必要となる「経営計画策定」について説明します。
　「経営助言」は「経営指導」ではありません。経営上
の意思決定を行い、それを行動に移す当事者はあくま
で経営者です。したがって、経営助言には的確な財務
データをはじめとして、「意思決定に役立つ情報」を提供
し、経営者に行動を促す役割があるのです。

1.事例
�　株式会社川山製作所は板金加工業を営んでいて、
依頼者からの要望をもとに、ステンレス板を曲げたり溶接
したりして製品に仕上げ、納入しています。
�　ここにきて、得意先からの値下げ要求も厳しく、利益の
出にくい体質となってきました。

川山製作所の 変動損益計算書 は次の通りです。
（単位：千円）

　つまり、値下げ要求が厳しいことから、仕事はあるが利
益は取れていない状況にあります。社長は、値下げが赤
字の原因と考えています。この状況について、
「社長、もしこのままの状況で、売上高を伸ばすことでトン
トンになるとすれば、あと約１７０万円必要ですね。」と説
明したとしたらどうでしょうか。
　この説明は一見正しいように思えます。しかし、真の原
因を探らず、対症療法的に打ち手を考え検討している
だけでは真の解決にはなりません。
※損益分岐点は、固定費÷限界利益率です
　
2.短期的な解決法を導く
　川山製作所は、売上単価が下がり、売り上げを確保
するには数をこなす必要がありました。よって、従業員も
大変で残業も多くなり、やりきれない時は外注に回す必
要がありました。また仕事が忙しいため仕損品も増えて
いたのです。

　そこで、原価計算により仕損品コストを把握したことか
ら、川山製作所の業績は劇的に好転しました。その道筋
は次の通りです。

3.長期的な解決法を導く
　川山製作所は仕損品の減少により業績は改善しまし
たが、お客さまから単価を指定され、いつまでたってもコ
ストダウンと売上数量増でしか対処できない状態が続
いています。そこで、構造を抜本的に変革することが考え
られます。すなわち、自由に単価を決めることができる自
社製品の開発です。しかし、自社製品は今までと違い販
売コストも加味しなければなりません。例えば、自社営業
マン人件費や管理のコスト、販売店に卸した場合、販売
店も相応の利益が必要ですから、そのことも加味して価
格は決めなければなりません。
※�ここでいう「短期的」とはコスト構造の改善、「長期的」とは事業
の抜本的な改善を念頭に置いています

4.まとめ
　短期的な解決法（コスト構造の改善）としての経営助
言は、仕損品と原価計算という言葉をキーワードに、なぜ
利益が出にくいのかについて、仕損品コストの見える化
と、それに基づく原因究明と改善へと導いています。
　そこからは、機械の修理や人の教育、従業員からの
改善提案、製品の内製化など、会計とは直接関係のな
いように思われる項目が出てきますが、経営者に気付き
を与える経営助言としては、適切な形で業績の好転に
つながっている様子が分かります。
　長期的な解決法（事業の抜本的な改善）としての経
営助言は、自社製品の開発についての考えを引き出し、
その実現に当たっては、製品の製造コストだけでなく、販
売コストも考えた上での販売単価の決定の必要性に気
付いてもらうことにつなげています。
　そこでは、自社製品の開発という意志決定の前に、原
価計算の重要性を伝え、数字の根拠に基づいた判断
が重要であることを伝えています。

―会計・財務の知識をどう活用するか―
ＴＫＣ近畿兵庫会　阪神支部・税理士　平沼丈司

T a x & L a w 経営に関するアドバイスをご紹介します。

参照：『実践！経営助言』ＴＫＣ出版 

　売上高	 ２００，０００
　変動費（材料費）	 ６０，０００
　変動費（外注費）	 ２０，０００
　限界利益	 １２０，０００
　固定費（製造）	 １００，０００
　固定費（販管）	    ２１，０００
　経常利益	 △１，０００
※変動損益計算書とは、通常の損益計算書の原価および費用を
　◦変動費：仕入高など、売上高の増減によって変化する費用
　◦固定費：�人件費など、売上高の増減にかかわらず変化しない費用

仕損品コストを計算して、社員に公表した。その際、
発生場所と原因を特定した。

原因を分析すると製造機械と人に問題が集中して
いることが発見できた。そこで、機械の修理と人の
教育を実施した。

仕損品の減少による利益分配の仕組みを作った。
この結果、従業員からの改善提案が多く出されるよ
うになった。

今まで忙しくて外注に出していたものが内製化でき
るようになった。この結果、外注費も減少した。

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4
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現場の声を製品改良に生かす
「じゃばら式安全帯」で
ひょうごNo.1ものづくり大賞

建
築
現
場
用
工
具
袋・安
全
帯

株
式
会
社
基
陽

　7年前に開発した工具袋は取り出し
口が斜めに切れ込んでいます。このアイ
デアは、建築職人が現場で働く様子を
つぶさに眺めた結果生まれました。「職
人さんは前にかがんで仕事をすることが
多い。その時に切れ込みが地面と平行
になるように30度の角度を付けました。こ
れで工具が落ちにくくなります」と藤田尊
子社長。その後も商品に付けたアンケー
トはがきなどで寄せられたユーザーの
声をもとに、水抜き用の丸穴をメッシュに
して釘を落ちにくくするなど、細かな改良
を加えてきました。モデルチェンジの早
い工具袋で異例のロングセラーとなって
います。
　金物のまち・三木で金物問屋を営ん
でいた社長の父が、ある時、皮革や綿を
素材にした工具袋について、「濡れると重
くなり、乾きにくい」というユーザーの不満

を聞きつけてきました。そこで、試行錯誤
の末、開発したのが、ナイロンにゴムを挟
んだ3層構造の特殊生地。ほつれないよ
うに生地を重ねる独自の特許取得縫製
技術を使って工具袋として商品化し、大
きな評判を呼びました。
　ただ、建築現場を訪ねるたびに藤田
社長の心に大きく引っ掛かるものがありま
した。「現場の切実な問題は、転落、滑落
による重大事故。これを何とか防げないも
のか」と。こうして安全帯という新たな分
野に参入しました。初めはごくシンプルな
商品でしたが、「だらりと垂れた紐に引っ
掛かる」「重い」といった声を聞き、開発し
たのが「じゃばら式安全帯」。伸縮性のあ
るゴムの外側を丈夫なナイロン生地で覆
うことで、コンパクトで軽量ながら丈夫な
安全帯が完成し、兵庫県が認定する「ひ
ょうごNo.1ものづくり大賞」を受賞しまし
た。これまで培った金属と生地のノウハウ
を生かし、「今年はカジュアルなバッグで
一般の方にも喜んでいただきたい」と意
気込んでいます。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。

の

2014年5月号 平成26年4月30日発行
発行人：榎本輝彦　編集人：深田修司

今号の「成長期待企業のイチオシ」は、刀鍛冶のルー
ツを持つ三木市の基陽を訪ねました。同社の従業員は
女性が約6割を占めています。工具袋、安全帯の開発に
は、ユーザーの声に耳を傾けることとともに、女性ならで
はのやわらかい発想が生かされているようです。

編集後記

発行所 公益財団法人ひょうご産業活性化センター
http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
０７８-２９１-８５２６

ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

株式会社基陽／所在地：三木市別所町小林477-10／代表取締役社長：藤田尊子
事業内容：工具袋、安全帯、各種バッグの企画・製造・販売

0794-82-2304／ http://www.kh-kiyo.com/

◎株式会社基陽の
　建築現場用工具袋・安全帯

斜めカットの工具袋

ひょうごNo.1ものづくり大賞を受賞した
「じゃばら式安全帯」
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